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高温登熟性を有する水稲早生系統「愛知 135 号」の育成 

 

濱頭 葵1)・井手康人2)・杉浦和彦3)・中村 充1)・津田健吾1)・加藤 満1)・池田彰弘4)・ 

杉浦直樹4)・伊藤 晃1)・松本祐保5)・水上優子6)・森 賢一郎6)・渡邉靖治7)・安藤祐嗣7)・ 

瀧川貴大7)・嶋田稔貴7)・中嶋泰則7)・根津 崇7)  

  

摘要：「愛知135号」は、2019年に愛知県農業総合試験場が愛知県経済農業協同組合連合

会との共同研究により育成した主食用水稲粳系統である。本系統は、2016年に「愛知118

号」を反復親、「あ系891」を１回親としたBC3F3を母本、「あいちのかおりSBL」を反復

親、「あ系873」を１回親としたBC3F2を父本として交配した後代から育成された。準早期

及び早植栽培における出穂期と成熟期は「あさひの夢」と同等であり、愛知県の熟期区分

では「早生」に該当する。千粒重は「あさひの夢」と比較して1.7 g重い。また、高温登

熟性を有し、玄米の外観品質が優れ、「あさひの夢」より搗精時の歩留まりが優れる。本

系統は温暖地東部の平坦地の準早期及び早植栽培に適する。  
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Abstract： ‘Aichi 135’ was developed by Aichi Agricultural Research Center and  Aichi 

Prefectural Economic Federation of Agricultural Cooperatives in 2019. The breeding of 

‘Aichi 135’ was started in 2016 by crossing BC3F3 of ‘Aichi 118’ and ‘Akei 981’, and BC3F2 

of ‘Aichinokaori SBL’ and ‘Akei 873’. ‘Aichi 135’ has the same heading date and maturing 

time as those of ‘Asahinoyume’; consequently, it belongs to the early maturing group in 

Aichi prefecture. The grains of ‘Aichi 135’ are larger than those of ‘Asahinoyume’. ‘Aichi 

135’ has tolerance to high temperature during maturation and exhibit lower occurrence 

of chalky grain under high temperature. This cultivar is considered adaptable to the 

moderate plains regions of Japan.  
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緒 言 

 

愛知県における水稲作付面積は、中生品種「あいち

のかおりSBL」が9600 ha(34.9％)、極早生品種「コシヒ

カリ」が5600 ha(20.4％)であり、この2品種で作付面積

全体の半分以上を占める。一方、両品種の中間熟期にあ

たる早生品種は、「あさひの夢」と「ゆめまつり」の2

品種が奨励品種に位置付けられているものの、作付はそ

れぞれ240 ha(0.9％)、700 ha(2.5％)と極めて少ない

(2019年 園芸農産課)。 

早生品種の作付が少ない要因の１つとして、「あさ

ひの夢」と「ゆめまつり」は登熟期間の高温により白未

熟粒が多発することが挙げられる。2015年から2019年の

5か年の平均の一等米比率は「あさひの夢」で58.8％、

「ゆめまつり」で24.4％と低い。外観品質の低下は農家

所得の低下を招くため、栽培面積が減少している。 

一方、中生品種の「あいちのかおりSBL」は、登熟期

間が8月下旬以降と高温の影響を受けにくく品質が安定

していることと、大粒で精米時の歩留まりが優れること

から、実需者からの評価が高い。このため、「あいちの

かおりSBL」の作付が拡大し、収穫や乾燥調製等の作業

の集中が問題となっている。作期のバランスがとれた品

種構成に向けては早生品種の作付拡大が必要であること

から、生産現場から高温条件下でも白未熟粒の発生が少

ない早生品種が求められていた。 

登熟期間の高温による白未熟粒の発生(以下、高温障

害)は遺伝的に制御されることが示されており1,2)高温登

熟性を有する品種の開発が進められている3,4)。本県で

は、船生ら5)が当場保有の遺伝資源から高温登熟性が優

れる系統「TS-3」を見出し、2013年に「コシヒカリ」を

反復親として高温登熟性を有する極早生品種「なつきら

り」を育成した6)。しかし、早生熟期においては高温登

熟性を有する品種はまだ開発されていない。そこで、市

場評価が高い「あいちのかおりSBL」を原品種に選定

し、愛知県経済農業協同組合連合会との共同研究(2015

～19年)により高温登熟性が優れる早生系統を開発した

ので、本稿ではその育成経過と特性を報告する。 

 

材料及び方法 

 

1 育成経過 

(1) 組合せ 

「愛知135号」の系譜を図1に示す。本系統は、母本

に「愛知118号」を反復親、「あ系891」を1回親とした

BC3F3を、父本に「あいちのかおりSBL」を反復親、「あ

系873」を1回親としたBC3F2を用いた交配後代から選抜

・育成された。母本の育成に使用された「愛知118号」

は「あいちのかおりSBL」にツマグロヨコバイ抵抗性遺

伝子Grh3を付与した準同質遺伝子系統、「あ系891」は

「TS-3」由来の高温登熟性に関与する染色体領域7)を有

する系統である。また、父本は「あいちのかおりSBL」

に早生熟期の「あ系873」が保有する出穂期遺伝子Hd1及

びHd17を導入した個体である8)。 

(2) F1～F2世代 

 育成経過を図2に示す。当場の世代促進温室において、

2016年1月に交配を行い、冬春作でF1を栽培した。同年

にF2世代約350個体を当場の圃場に展開し、熟期が早生

相当で、草型が「あいちのかおりSBL」に似る30個体を

選抜した。その後さらにDNAマーカー選抜により高温登

熟性と出穂期遺伝子の遺伝型を確認し10個体を選抜した。 

(3) F3～F5世代 

 F3世代以降はDNAマーカー選抜を行いながら系統育種

法により選抜を進めた。2017年に「育2326」から「育

2329」までの4系統を含む10単独系統を展開し、草型が

優れ白未熟粒の発生が少なかった6系統に「あ系983」、

「あ系984」、「あ系991」から「あ系993」及び「育

2359」の系統名を付名した。F4世代はこの6系統を展開

するとともに、特に有望視された「あ系983」及び「あ

系984」を現地試験に供試し、収量性と外観品質に優れ

た「あ系983」に「愛知135号」の地方系統番号を付名し

た。F5世代は「愛知135号」4系統群16系統について選抜

固定を進め、3系統群7系統を選抜した。当世代において

現地適応性と搗精・炊飯適性にも優れることが確認され

たため、「愛知135号」の育成は2019年12月をもって完

了した。育成終了時の世代はF6である。 

 本系統は2020年2月に愛知県職務育成品種認定会議に

おいて育成品種として認められ、同年3月に品種登録出

願し、同年7月に出願公表された。 

 

2 生産力検定試験 

 生産力検定は2017年から2019年に当場作物研究部にお

いて、稚苗の機械移植により実施した。対照品種は県内

平坦部向けの奨励品種「あさひの夢」及び「あいちのか

おりSBL」とした。作期は、2017年は早植(5月下旬移植)、

2018年及び2019年は準早期(5月中旬移植)とした。窒素

施肥量は、基肥で5.6 g/㎡、出穂前25日と15日にそれぞ

れ穂肥を2.6 g/㎡施与した。 

 

 

図 1 「愛知 135 号」の系譜 

愛知118号
【Stvb-i,Pb1,Grh3】

あ系891
【高温登熟性】

愛知118号
【Stvb-i,Pb1,Grh3】

― 愛知135号
あいちのかおりSBL

【Stvb-i,Pb1】

あ系873
【Hd1,Hd17】

あいちのかおりSBL
【Stvb-i,Pb1】

【高温登熟性,Stvb-i,
Pb1,Grh3,Hd1,Hd17】
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3 特性検定 

 穂いもち圃場抵抗性検定及び葉いもち圃場抵抗性検定

は当場山間農業研究所、その他の検定は当場作物研究部

で実施した。 

(1) 耐倒伏性検定 

 2019年の生産力検定において、倒伏の程度を無：0～

甚：5の6段階で評価した。また、多肥区を設置し、生産

力検定と同様の方法で評価した。多肥区の窒素施肥量は、

基肥で8.4 g/㎡、出穂前25日と15日にそれぞれ穂肥を

3.9 g/㎡施与した。 

(2) 穂発芽検定 

 成熟期に各品種・系統の試験区ごとに3穂採取し、5℃

で保存した。1晩吸水させた後28℃湿度100％の恒温そう

(本山製作所、宮城)に4～6日置床し、発芽率を基準品種

と比較し達観調査により評価した。 

(3) 葉いもち抵抗性及び穂いもち抵抗性検定 

 山間農業研究所の検定圃場において自然発生したいも

ち病の発病程度を調査した。葉いもちは播種2か月後、

穂いもちは出穂後20～25日を目安に、発病程度を無：0

～枯死：10の11段階で評価した。抵抗性の評価は杉浦9)

ら、東ら10)の判定基準品種との相対比較で行った。 

(4) イネ縞葉枯病抵抗性検定 

 坂ら11)の検定法に準じて実施した。抵抗性の基準品種

として「あさひの夢」、罹病性の基準品種として「コシ

ヒカリ」を使用した。 

(5) ツマグロヨコバイ抵抗性検定 

香村ら12)の集団接種法に準じて実施した。抵抗性の基

準品種として「ゆめまつり」、感受性の基準品種として

「あさひの夢」を使用した。 

(6) セジロウンカ殺卵反応検定 

 中村ら13)の方法により実施した。殺卵反応を示す基準

品種に「ゆめまつり」、殺卵反応を示さない基準品種に

「あさひの夢」と「あいちのかおりSBL」を使用した。 

(7) 高温登熟性検定 

作物研究部内のガラス温室において、栽植密度20.8

株/㎡、1本植えで6月下旬に移植した。施肥は窒素施肥

量で5.0 g/㎡とした。ガラス温室は気温30℃で天窓と側

窓が開閉するよう設定した。成熟期に生育が中庸な株を

各系統につき10株収穫し、1.8 mmのふるいで選別した後、

穀粒判別機RGQI10A(株式会社サタケ、広島)で1000粒中

の整粒比率、基部未熟粒発生率、背腹白粒発生率を調査

した。高温登熟性の強弱の判定は、品種登録出願の際の

形質評価において定められた基準品種14)と整粒比率を相

対評価することにより行った。 

(8) 奨励品種決定現地試験 

2018～19年に県内平坦部の延べ4か所において、農家

慣行により栽培試験を実施し、現地適応性を確認した。 

(9) 大型搗精・炊飯試験 

 愛知県経済農業協同組合連合会により実施した。現地

試験で栽培した「愛知135号」を、パールライス安城工

場で搗精し、完全粒、粉状質粒、砕粒の割合を調査した。

また、炊飯加工センターの連続炊飯ラインにおいて炊飯

特性を調査した。 

年次 2016 
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図 2 「愛知 135 号」の育成経過 

 



           濱頭ら：高温登熟性を有する水稲早生系統「愛知 135号」の育成           34 

 

試験結果 

 

1 形態的及び生態的特性 

  愛知県平坦部における準早期栽培及び早植栽培で、

「愛知135号」の出穂期は「あさひの夢」より1日遅く、

成熟期は3日遅い。愛知県の熟期区分では「早生種」に

属する。「あさひの夢」と比較して、稈長は9 cm、穂長

は1.7 cm長く、穂数はやや多い。「あいちのかおりSBL」

と比較して、稈長は2 cm短く、穂長は1.4 cm長く、穂数

は同等である(表1、2及び図3)。草型は「あさひの夢」

及び「あいちのかおりSBL」と同じ中間型に属する。 

1穂着粒数は「あさひの夢」と同等で、「あいちのか

おりSBL」よりやや少ない(表3)。芒の多少は「少」、長

さは「短」、ふ先色は「白」である。脱粒性は「難」で

ある(表1)。 

  

2 収量性、玄米形質、外観品質及び食味 

 収量は準早期栽培及び早植栽培において「あさひの夢」

対比101％で同等である(表2)。玄米千粒重は23.3 gで

「あさひの夢」より1.7 g重く大粒である(表4及び図4)。

玄米の外観品質は「あさひの夢」より明らかに優れ、整

粒粒比が「あさひの夢」より高い。玄米の形状は、「あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 一般特性(2017～2019年) 

品種・系統名 早晩生 草型 
芒 

ふ先色 脱粒性 
多少 長短 

愛知 135号 早生 中間 少 短 白 難 

あさひの夢 早生 中間 少 短 白 難 

あいちのかおり SBL 中生 中間 少 短 白 難 

注)育成地、生産力検定(準早期及び早植栽培)の総合評価 

 
表 2 生産力検定結果(2017～2019 年) 

品種・系統名 年次 移植期 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 
  精玄 1) 

米重 

  同左 1) 

対照 

比率 

  月.日 月.日 月.日 cm cm /㎡ kg/a ％ 

愛知 135 号 

2017 5.25 8.09 9.18 82 21.6 448 63.1 99 

2018 5.16 8.07 9.11 77 21.2 459 59.9 106 

2019 5.14 8.10 9.15 78 22.9 427 61.6 99 

平均 5.18 8.09 9.15 79 21.9 445 61.5 101 

あさひの夢 

2017 5.25 8.10 9.17 72 20.0 411 63.8 100 

2018 5.16 8.02 9.05 68 18.7 423 56.7 100 

2019 5.14 8.11 9.13 70 22.0 380 62.4 100 

平均 5.18 8.08 9.12 70 20.2 405 61.0 100 

あいちのかおり SBL 

2017 5.25 8.18 10.01 80 20.5 458 60.3 95 

2018 5.16 8.15 9.24 77 20.1 434 47.2 83 

2019 5.14 8.16 9.24 86 21.0 453 56.5 90 

平均 5.18 8.16 9.27 81 20.5 448 54.7 89 

注)育成地、生産力検定(準早期及び早植栽培)における成績 

1)14.5％水分換算値  
 

 

図 3 稈長の比較(上から「あさひの夢」、 

「愛知 135 号」、「あいちのかおり SBL」) 

 

図 4 籾と玄米の比較(左から「あさひの夢」、 

「愛知 135 号」、「あいちのかおり SBL」) 
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さひの夢」より粒長が0.20 mm長く、粒幅は0.13 mm広い

(表5)。粒厚分布は2.0～2.1 mm及び2.1～2.2 mmの割合

が多い(表6)。食味は、「あさひの夢」と比較して総合

評価は同等であり、外観がやや優れる(表7)。 

 

3 耐倒伏性及び穂発芽性 

 耐倒伏性は「あさひの夢」より弱く「中」に区分され

る(表8)。穂発芽率は「あさひの夢」及び「あいちのか

おりSBL」よりも低く、穂発芽性は「やや難」である(表

9)。 

 

4 病害虫抵抗性 

 いもち病圃場抵抗性は、葉いもち、穂いもちともに

「中」である(表10、11)。イネ縞葉枯病には「抵抗性」

である(表12)。ツマグロヨコバイには「抵抗性」である

(表13)。セジロウンカ殺卵作用は、「あさひの夢」及び

「あいちのかおりSBL」と同様に持たない(表14)。 

 

5 高温登熟性 

 検定を実施した温室内における供試系統の出穂後20日

間の日平均気温は29.4～29.8℃であり、白未熟粒が増加

するとされる27℃15)を上回った。「愛知135号」の基部

未熟粒及び背腹白粒の発生率は、高温登熟性が「やや強」

である「なつほのか」と同等からやや少なく、整粒粒比

が高い。高温登熟性は「強」に区分される(表15)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 着粒密度(2019年) 

品種・系統名 基準 穂長 
１穂 
着粒数 

着粒 
密度 判定 

    cm 粒    粒/cm   
愛知 135号   21.4 95   4.42 やや粗 

あさひの夢   21.3 95   4.46 やや粗 

あいちのかおり SBL   22.2 103   4.63 中 

コシヒカリ やや密 20.1 100   4.98   

日本晴 やや粗 20.8 96   4.61   

注)育成地、生産力検定圃場(準早期)におけるサンプルを調査した値 

 

表 4 品質調査結果(2017～2019 年) 

品種・系統名 年次 
玄米 1) 
千粒重 

玄米 2) 
外観 
品質 

玄米 
蛋白 
含有率 

登熟 3) 
温度 

整粒 4) 
粒比 

基部 4) 
未熟粒 
粒比 

背腹 4) 
白粒 
粒比 

乳白粒 4) 
粒比 

    g 1-9 dry％ ℃ ％ ％ ％ ％ 

愛知 135 号 

2017 24.9 4.5 7.7 27.0 75.6 4.0 2.1 3.3 

2018 22.1 5.0 7.2 28.1 68.7 3.8 2.0 8.2 

2019 22.9 4.1 8.1 27.7 78.9 1.6 1.1 4.8 
平均 23.3 4.5 7.7 27.6 74.4 3.1 1.7 5.4 

あさひの夢 

2017 23.0 4.8 8.3 27.0 77.9 4.9 0.5 2.1 

2018 21.5 6.8 7.5 28.8 14.4 3.2 23.7 42.1 
2019 20.4 5.3 8.5 27.6 58.1 2.8 3.1 10.9 
平均 21.6 5.6 8.1 27.8 50.1 3.6 9.1 18.4 

あいちのかおり SBL 

2017 24.7 4.8 7.9 26.2 75.1 3.0 2.2 6.2 
2018 23.8 4.3 7.2 27.1 74.3 4.8 2.3 7.5 
2019 22.9 3.8 8.1 26.7 69.6 0.5 1.5 5.3 

平均 23.8 4.3 7.7 26.7 73.0 2.8 2.0 6.3 
注)育成地、生産力検定圃場(準早期及び早植栽培)におけるサンプルを調査した値 
1)14.5％水分換算値 
2)1(上の上)～9(下の下)の 9段階評価、5.0が 1等下限、6.0が 2等下限、7.0が 3等下限相当 
3)出穂後 20 日間の日平均気温 
4)穀粒判別機 RGQI10A(㈱サタケ、広島)で測定した値 

 

表 5 玄米の形状(2017～2019 年) 
 

品種・ 
系統名 

年次 粒長 粒幅 粒厚 粒長 
/粒幅 

粒長 
×粒幅 

粒長 
×粒幅 
×粒厚 

    mm mm mm       

愛知 135 号 

2017 5.43 2.88 2.02 1.89 15.6 31.6 

2018 5.29 2.83 2.01 1.87 14.9 30.0 

2019 5.34 2.84 2.03 1.88 15.2 30.9 

平均 5.35 2.85 2.02 1.88 15.3 30.8 

あさひの夢 

2017 5.32 2.74 1.99 1.94 14.6 29.0 

2018 5.09 2.71 2.00 1.88 13.8 27.5 

2019 5.05 2.71 2.01 1.86 13.7 27.4 

平均 5.15 2.72 2.00 1.89 14.0 28.0 

あいちの 
かおり SBL 

2017 5.28 2.91 2.07 1.82 15.3 31.8 

2018 5.12 2.91 2.04 1.76 14.9 30.3 

2019 5.20 2.85 2.03 1.82 14.8 30.0 

平均 5.20 2.89 2.04 1.80 15.0 30.7 
注 1)育成地、生産力検定圃場(準早期及び早植栽培)におけるサンプルを調査した値 
注 2)穀粒判別機 RGQI10A(㈱サタケ、広島)による測定。 

 

表 6 粒厚分布(2018,2019 年) 
 

品種・ 
系統名 年次 <1.85 

mm 
1.85 
-1.9 

1.9 
-2.0 

2.0 
-2.1 

2.1 
-2.2 2.2< 

    ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

愛知 135 号 

2019 2.8 1.0 9.4 34.2 41.4 11.2 

2018 3.6 1.9 12.7 43.9 31.8 6.1 

平均 3.2 1.4 11.1 39.1 36.6 8.7 

あさひの夢 

2019 3.8 1.6 10.4 42.3 34.7 7.3 

2018 5.2 1.1 9.7 44.2 34.7 5.1 

平均 4.5 1.3 10.0 43.2 34.7 6.2 

あいちの 
かおり SBL 

2019 6.6 1.5 8.2 28.0 39.1 16.6 

2018 3.0 0.7 6.4 25.5 47.0 17.4 

平均 4.8 1.1 7.3 26.7 43.0 17.0 
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6 現地適応性及び加工適性 

 現地試験結果を表16に示す。現地圃場において、収量

は「あさひの夢」と同等からやや優れた。また、いずれ

の試験ほ場においても千粒重は「あさひの夢」を上回り、

玄米の外観品質が優れた。 

 大型搗精・炊飯試験結果を表17、18示す。大型搗精試

験においては、「あさひの夢」よりも完全粒の割合が多

く、粉状質粒や砕粒の割合が少なかった。また、炊飯加

工試験では、食味及び炊増え率は「あいちのかおり

SBL」と同等であった。 

 

 

表 8 耐倒伏性(2019年) 

品種・系統名 基準 
2019 

判定 
標肥 多肥 

愛知 135号   1.1 1.8 中 

あさひの夢 強 0.0 0.5   

あいちのかおり SBL 中 2.5 1.5   

コシヒカリ 弱 5.0 -   

注 1)育成地、生産力検定圃場(準早期)において、 0(無)～5(完
全倒伏)の  6 段階で評価 

2)コシヒカリは標肥区のみ供試 

表 9 穂発芽性(2017～2019年) 

品種・系統名 基準 年次 穂発芽率 
同左 
平均 判定 

      ％ ％   

愛知 135 号 

  2017 20.0 

15.3 やや難   2018 3.5 

  2019 22.5 

あさひの夢 中～やや難 

2017 11.6 

36.4 

  

2018 37.5   

2019 60.0   

あいちの 
かおり SBL 

中 

2017 57.0 

44.5 

  

2018 4.0   

2019 72.5   

ゆめまつり 難～極難 

2017 2.0 

8.7 

  

2018 6.0   

2019 18.0   
 

表 10 葉いもち圃場抵抗性(2018,2019 年) 

品種・系統名 基準 
2018 2019 

判定 
評点 1) 判定 評点 1) 判定 

愛知 135 号 - 3.8 やや弱 6.3 やや強 中 

ヤマビコ 強 1.5 - 5.5 - - 

日本晴 中 3.0 - 7.5 - - 

ミネアサヒ やや弱 3.0 - 7.5 - - 

コシヒカリ 弱 5.5 - 7.0 - - 
1)0(無)～10(甚)の 11段階評価 

 

表 15 高温登熟性検定結果(2019 年) 
 

品種・系統名 基準 出穂
期 

1) 

登熟 
温度 整粒 

基部 
未熟
粒 

背腹 
白粒 

その
他 

判定 

    月.日 ℃ ％ ％ ％     

愛知 135 号   8.22 29.7 51.8 3.6 2.9 41.7 強 

あさひの夢   8.22 29.7 29.4 9.7 5.1 55.8 中 

あいちのかおり SBL 8.31 29.8 13.6 13.2 8.0 65.2 弱 

なつほのか やや強 8.21 29.6 34.4 3.4 4.4 57.8   

日本晴 中 8.20 29.5 34.7 4.9 4.8 55.6   

彩のかがやき 弱 8.17 29.4 21.4 19.4 14.4 44.8   

さとじまん 弱 8.19 29.4 20.1 12.7 12.1 55.1   

注)穀粒判別機 RGQI10A(㈱サタケ、広島)による測定 
1)出穂後 20 日間の日平均気温 

表 14 セジロウンカ抵抗性(2019 年) 
 

品種・系統名 基準 死亡卵率 判定 
  ％  

愛知 135号   11 無 

あさひの夢 無 14  

あいちのかおり SBL 無 17  

ゆめまつり 有 63   

 

表 13 ツマグロヨコバイ抵抗性(2019 年) 
 

品種・系統名 基準 
寄生虫数/株 

(あさひの夢対比) 判定 

      ％   
愛知 135号   51 抵抗性 

あさひの夢 感受性 100   

あいちのかおり SBL 感受性 124   

ゆめまつり 抵抗性 40   

 

表 12 イネ縞葉枯病抵抗性(2018,2019 年) 
 

品種・系統名 基準 
罹病苗率 

判定 
 

2018 2019  
  ％ ％    

愛知 135号   0 5 抵抗性  

あさひの夢 抵抗性 - 0   

あいちのかおり SBL 抵抗性 0 0   

コシヒカリ 罹病性 61 33    

 

表 11 穂いもち圃場抵抗性(2018,2019 年) 
 

品種・系統名 基準 
2018 2019 

判定 
評点 1) 判定 評点 1) 判定 

愛知 135 号 - 3.2 やや強 4.5 中 中 

日本晴 中 7.0 - 5.2 - - 

ミネアサヒ やや弱 7.3 - 6.0 - - 

若水 弱 9.8 - 8.3 - - 
1)0(無)～10(甚)の 11段階評価 

 

表 7 食味試験結果(2018,2019 年) 
 

品種・ 
系統名 

年次 総合 1) 外観 1) 香り 1) 味 1) 粘り 2) 硬さ 2) 

愛知 135 号 

2018 -0.14 0.36 0.00 0.00 -0.21 -0.21 

2019 0.23 0.28 0.00 0.13 -0.09 0.15 

平均 0.04 0.32 0.00 0.07 -0.15 -0.03 

あいちの 
かおり SBL 

2018 0.14 0.57 0.07 0.36 -0.21 -0.07 

2019 -0.17 0.08 0.06 -0.19 -0.33 0.42 

平均 -0.01 0.33 0.06 0.08 -0.27 0.17 

注 1)育成地、生産力検定圃場のデータ(準早期栽培) 2)基準品種として
同一圃場で栽培した「あさひの夢」を供試 
1)5：極端に良い～-5：極端に不良 
2)5：極端に強い(硬い)～-5：極端に弱い(柔らかい) 
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考察 

 

1 栽培上の注意点 

 「愛知135号」はその熟期特性から、温暖地平坦部の

準早期及び早植栽培に適応すると判断する。 

 本系統の栽培にあたっては、耐倒伏性が「あさひの夢」

と比較してやや劣るため、適正施肥に努める。病害虫防

除について、いもち病圃場抵抗性が「中」であるため、

発生を認めた場合には必要に応じて防除が必要である。

なお、いもち病圃場抵抗性については、複数年次で安定

した結果が得られなかったため、今後も検定の継続が必

要と考える。また、セジロウンカの殺卵作用を持たない

ため、多発地域においては適切な防除を行う必要がある。 

2019年に実施した現地試験では、弥富市における実

収量が同年の本県の平均収量49.9 kg/aと比較して特に

少なかった (表16)。これは、現地試験圃場の周辺は成

熟期が異なる「コシヒカリ」が多く作付られており、

「コシヒカリ」の収穫後に斑点米カメムシが集中的に飛

来し吸汁害を受けたためであると推察された。「愛知

135号」は本県で作付が多い「コシヒカリ」と「あいち

のかおりSBL」の中間熟期にあたる。このため、栽培管

理と病害虫防除を効果的に実施するために、地域の品種

構成に配慮し計画的に導入を進める必要がある。 

 

2 導入効果 

本県の早生品種の出穂時期にあたる8月第1～3半旬の

過去5年(2015～19年)の日平均気温は29.0℃(豊田アメダ

ス)であり、白未熟粒の発生が増加するとされる27℃を

上回る。この傾向は今後も継続すると予想され、従来の

早生品種では高温障害による品質低下は免れない。高温

登熟性検定の結果、「愛知135号」は「強」に区分され

 

表 18 炊飯加工試験結果(2019 年) 
 

品種・系統名 

白米   酢飯 

硬さ 粘り 旨味 外観 総合 
炊増 

え率   
硬さ 粘り 旨味 外観 総合 

炊増 

え率 

            ％             ％ 

愛知 135号 2.86 3.00 2.93 3.00 2.93 234   3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 227 

あいちのかおり SBL 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 237   3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 224 

注)現地試験圃場のサンプルを供試    
あいちのかおり SBL を基準(3 点)とし、旨み・外観・総合：5(優れる)～１(劣る)、硬さ：5(硬い)～1(軟らかい)、 

粘り：5(弱い)～１(強い) 

表 17 大規模搗精・炊飯試験結果(2019 年) 
 

品種・系統名 

精米分析(％)   炊飯食味官能試験 

水分 白度 完全粒 
粉状 
質粒 

被害粒 着色粒 砕粒 
異種 
異物 

  かおり 外観 粘り うまみ 総合 

愛知 135号(弥富) 13.4 41.1 97.6 1.3 0.0 0.0 1.0 0.0   3.17 3.22 3.22 3.22 3.22 

愛知 135号(刈谷) 13.6 40.2 96.2 1.0 0.0 0.0 2.8 0.0   3.00 3.05 3.05 3.15 3.10 

あさひの夢(刈谷) 13.5 46.3 91.6 3.4 0.1 0.0 4.9 0.0   3.00 3.00 2.95 3.05 3.00 

注)現地試験圃場のサンプルを供試 
1)大地の風を基準(3点)とし、旨み・外観・総合：5(優れる)～１(劣る)、 
 硬さ：5(硬い)～1(軟らかい)、粘り：5(弱い)～１(強い) 

表 16 現地試験結果(2018、2019 年) 
 

年次 試験 
場所 

品種・系統名 移植期 出穂期 稈長 穂長 穂数 坪刈 
収量 

対照 
比率 

実収量 対照 
比率 

千粒重 
玄米 1) 
外観 
品質 

整粒 2) 

粒比 

      月.日 月.日 cm cm 本/㎡ kg/a ％ kg/a ％ g 1-9 ％ 

2018 

弥富 
愛知 135号 

5.11 
8.04 79 22.2 368 52.2 125 - - 22.9 4.8 77 

あさひの夢 8.04 67 20.8 368 41.7 100 - - 20.7 6.5 47 

刈谷 
愛知 135号 

5.10 
8.08 89 22.9 364 65.3 113 - - 24.2 4.8 71 

あさひの夢 8.05 75 21.3 347 58.0 100 - - 21.6 6.0 44 

2019 

弥富 
愛知 135号 

5.02 
8.06 83 23.2 388 47.2 106 39.6 111 22.8 3.8 72 

あさひの夢 8.04 72 21.2 428 44.7 100 35.7 100 21.4 4.8 65 

刈谷 
愛知 135号 

5.15 
8.11 86 23.8 382 55.7 96 54.2 112 22.9 3.7 72 

あさひの夢 8.08 74 20.8 432 58.0 100 48.3 100 22.3 4.7 73 

1)1(上の上)～9(下の下)の 9段階評価、5.0が 1等下限、6.0が 2等下限、7.0が 3等下限相当 
2)穀粒判別機 RGQI10A(㈱サタケ、広島)による測定 
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たことから、高温の影響を受けやすい早生熟期において

も安定して良品質米の生産が可能となると考えられ、本

系統導入により県産米の評価向上が期待される。 

中生品種「あいちのかおりSBL」は、大粒で炊増え率

が優れることから業務用米としての評価が高い。実需者

からの要望に対応するため栽培面積が増加しているが、

収穫調製作業が集中し問題となっている。「愛知135号」

は「あいちのかおりSBL」並の粒大であり、精米時の完

全粒の割合が高く、炊増え率も「あいちのかおりSBL」

と比較して遜色ない。したがって、本系統の導入により、

実需者の要望に応えるとともに、生産現場における作業

競合の緩和にも繋がると考えられる。以上のことから、

「愛知135号」が本県の早生熟期における新たな基幹品

種となることが期待される 

 

3 遺伝背景が近い交配親を用いたピラミディング育種 

「愛知 135 号」の育成にあたっては、良質な早生品種

の開発に対する要望に早急に対応するために、市場評価

の高い「あいちのかおり SBL」に出穂期遺伝子や高温登

熟性に関与する遺伝領域を集積する手法(ピラミディン

グ育種)を取った。 

「愛知 135 号」の母本には「愛知 118 号」(組合せ：

あいちのかおり SBL*6/愛系バイオ D12)に高温登熟性に

関与する遺伝領域を導入した個体、父本には「あいちの

かおり SBL」の出穂期遺伝子を改変した個体を用いてお

り、両親共に導入形質以外の遺伝背景は「あいちのかお

り SBL」に近似していると考えらえる。更に、圃場や生

物検定だけではなく、世代ごとに DNA マーカー選抜を行

うことで、目的とする遺伝子の固定の早期化を目指した。

その結果、「愛知 135号」は、交配親となる系統の作成

に 2 年半程要しているが、交配からの育成年数は 4 年で

あり、本県が開発した現行の奨励品種の平均育成年数約

12 年より 8 年短縮できた。育成終了時の世代は F6 であ

るが、「あさひの夢」及び「あいちのかおり SBL」と比

較しても実用上十分に固定していると考えられる(表

19)。 

本系統の育成は、世代が若い段階から可能な限り多

数の供試個体で圃場試験と検定を実施し、併せてDNAマ

ーカー選抜を行う形で進めたことから、従来の育種手法

と比較して多くの労力を要した。しかし、遺伝背景の近

い親を作出してピラミディングすることで、初期世代か

ら固定領域を多く得るとともに、目的とする染色体領域

数を限定することが可能となった。遺伝背景が近い系統

を両親に選定することで、極めて短期間に効率的に育成

が進められたと考える。 

近年、主食用米の高付加価値化への取り組みが各地

で進む一方、中食・外食用途の米の流通割合が増加傾向

にあるなど、消費者や実需者の要望は多様化している。

今回、「愛知135号」で行った手法は、変容する市場情

勢に早急に対応するために有効であると考えられる。 

また、本系統は、極早生品種「なつきらり」と同様

に「TS-3」から高温登熟性を導入した。「なつきらり」

は、「コシヒカリ」に「TS-3」由来の高温登熟性を導入

した品種で、「コシヒカリ」よりも明確に玄米の外観品

質が優れる6)。一方、「愛知135号」の遺伝背景は「あ

いちのかおりSBL」に近似すると考えられるが、本系統

も高温登熟性が確認されたことから、「TS-3」由来の高

温登熟性は「コシヒカリ」と異なる遺伝背景でも効果を

発揮し、高温条件下における玄米品質の向上に有効であ

ることが示された。 

 

4 育成者と従事期間 

「愛知135号」の育成に従事した担当者とその期間を

図5に示す。本系統は、18名の育成者により4年という極

めて短い期間で育成された。これには、本系統の母本と

なった系統についての出穂期改変や高温登熟性の付与に

関する研究の成果が大きく寄与している。また、共同研

究で育種目標を明確化したことや、搗精・炊飯適性を早

期の段階で確認できたことも、育種年限の短縮に貢献し

たと考えられる。 

 

氏 名 
年  度 

2015 
(1～3 月) 

2016 2017 2018 2019 
(4～12月) 

杉浦和彦 ←――― ―――― ―――― ―――→  

井手康人 ←――― ―――― ―――― ―――→  

濱頭  葵 ←――― ―――― ―――― ―――― ―――→ 

中村  充     ←－―→ 

津田健吾     ←－―→ 

加藤  満 ←――― ―――→    

池田彰弘   ←－―→   

杉浦直樹    ←－―→  

伊藤  晃     ←－―→ 

松本祐保 ←――― ―――→    

水上優子   ←－―→   

森賢一郎    ←――― ―――→ 

渡邉靖治   ←―― ―――― ―――→ 

安藤祐嗣 ←――― ―――― ―――→   

瀧川貴大 ←――― ―――→  ←――― ―――→ 

嶋田稔貴 ←――― ―――― ―――→   

中嶋泰則   ←――― ―――― ―――→ 

根津  崇   ←――― ―――― ―――→ 

図 5 「愛知 135 号」の育成者と従事期間 

表 19 固定度(2019 年) 
 

品種・ 
系統名 

系統 
稈長   穂長   穂数 

平均 CV   平均 CV   平均 CV 
    cm     cm     本/株   

愛知 135号 

B1 74 0.04   21.8 0.07   13.1 0.25 

B2 73 0.03   22.3 0.04   12.7 0.24 

C2 75 0.04   22.7 0.05   14.1 0.23 

C4 73 0.04   22.4 0.06   13.0 0.26 

C5 75 0.03   22.0 0.05   13.1 0.20 

D1 74 0.04   22.5 0.05   13.0 0.21 

D3 76 0.03   22.6 0.05   11.6 0.16 

あさひの夢 - 65 0.04   22.1 0.07   12.3 0.24 

あいちの 
かおり SBL - 78 0.04   20.7 0.05   13.7 0.24 
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